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本製品の使用・適用についての注意

　【１】　本製品はＡＤボード等に前置（オンボード）接続して使用するシグナルコンディショナ
　　　　です。

　【２】　本製品が組み込まれたシステムの運用対象・方法・場所・環境等によって、故障・誤動
　　　　作等が生じた場合に起こり得る、身体・生命・財産等に対する損害の回避措置は同システ
　　　　ムの設計・制作に別途付加・反映させてください。　本製品自体には前述の機能は無く、
　　　　したがって当社では本製品が組み込まれたシステムの運用により発生した故障・誤動作・
　　　　事故に起因する身体・生命・財産等の損害に対する責任は負えません。　これは本製品の
　　　　故障・誤動作が原因となった場合も含み、理由の如何を問いません。

　【３】　本製品（付属ソフトウエア含む）、およびオプションの関連ソフトウエアは医用・航空
　　　　機器用・その他、高信頼性・高安全性を必要とするシステムに使用しないでください。

　【４】　当社では本製品の販売・サポート・保証の範囲を日本国内に限っています。

故障・修理・サポート方法について

　【１】　納入後１年間は自然故障、および当社製造上の問題に起因したことが明らかな故障製品
　　　　に対して無償修理を行います。  但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか否
        かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

　【２】　落雷等の自然現象、または漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、使用者側の責に帰
　　　　する故障品に対しては実費にて修理をお請けします。

　【３】　修理は宅配便によるセンドバックで行います。　なお、運賃は互いに発送する側が負担
　　　　するものとします。（無償修理の場合も含む）

　【４】　本製品使用上の質問・トラブル対応・故障修理等は入手経路の如何にかかわらず、当社
　　　　宛に直接御相談・御用命ください。　その際は、客観情報の整理・評価を行うために必ず
　　　　ＦＡＸ等でレポートを御送付ください。（解決速度が格段に上ります。）
　　　　　本書末尾の《Ｑ＆Ａフォーム》が便利です。
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　 製品構成    ◆ 各ボード本体

               ◇対ＡＤボード接続：オンボード・ソケットに装着、
　　　　　　　 　　　　　　　　　  ４ｃｈ機はＣＨ０～３までに対応、残りＣＨ４以下は直結。

               ◇対応ＡＤボード：ＡＤＭ－６８６ｚＰＣＩ
　　　　　　　 （2003/07/21 現在）

　 価格表

      製品名     価格￥                             製品の概要
ＵＮＩ-３０１ＢＲＤ 　 ４,０００ ユニバーサル基板（対応ＡＤボードに標準搭載、本製品は交換実装用）
ＢＧＡ-３０５ＢＲＤ  １５,０００ 　４ｃｈ個別・ゲインアンプ（１倍／５倍／任意倍、ジャンパ選択）
ＢＵＦ-３１６ＢＲＤ  １９,０００ １６ｃｈ個別・バッファアンプ（１倍）
ＡＴＮ-３２４ＢＲＤ  １６,０００ 　４ｃｈ個別・分圧アンプ（１／４、最大±４０ｖ入力／±１０ｖ出力）
ＳＨＵ-００４ＢＲＤ  ２５,０００ 　４ｃｈ同時サンプルホールド・ボード（別紙：専用の取扱説明書参照）
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《On-Board Modules》                                                                            １-１. 本機の概要

第１章．導入

１１１１----１１１１. . . . 本機の概要本機の概要本機の概要本機の概要

  各機は対応ＡＤボード上のソケットに装着して使用するシグナルコンディショナ回路基板です。

         　　　　　　　　　　　               図１－１Ａ，ボード上の配置

　　　　　　　　　　　　　　　　 固定ネジ穴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ   ２２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｏ   ２１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ   ２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ   １９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ   １８
　　　　　　　　　　  ２２　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ   １７
　　　　　　　　　　　２１　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   １６
　　　　　　　　　　　２０　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   １５
　　　　　　　　　　　１９　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　Ｏ   １４
　　　　　　　　　　　１８　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   １３
　　　　　　　　　　　１７　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   １２
　　　　　　　　　　　１６　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　Ｏ   １１
　　　　　　　　　　　１５　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　Ｏ   １０
　　　　　　　　　　　１４　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   　９
　　　　　　　　　　　１３　 Ｏ　　　　　　　（寸法）８２×５３ｍｍ　　　　　　   Ｏ   　８
　　　　　　　　　　　１２　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   　７
　　　　　　　　　　　１１　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   　６
　　　　　　　　　　　１０　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  Ｏ   　５
　　　　　　　　　　　　９　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   　４
　　　　　　　　　　　　８　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   　３
　　　　　　　　　　　　７　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   　２
　　　　　　　　　　　　６　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｏ   　１
　　　　　　　　　　　　５　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＣＮ５）
　　　　　　　　　　　　４　 Ｏ
　　　　　　　　　　　　３　 Ｏ
　　　　　　　　　　　　２　 Ｏ
　　　　　　　　　　　　１　 Ｏ
　　　　　　　　 （ＣＮ４）   
　　　　　　　　　　　　　　　　　固定ネジ穴

 　　　　　　　　ＣＮ４：アナログ（各専用回路）入力コネクタ。（対ＡＤボード上のアナログ入力コネクタＣＮ１接続）
  　　　　　　 　ＣＮ５：アナログ（各専用回路）出力コネクタ。（対ＡＤボード内のアナログ入力回路接続）

         　　　　　　　　　　　         　　  図１－２Ｂ，ＡＤボード上の配置と挿抜

                                       　　　　　　　　　本モジュール基板をＡＤボード本体から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り外すときは、ＡＤボード基板を傷つけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないように角が鋭利でない棒などを使用し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両側から交互に少しずつ“テコ的”操作で
　　　　　　　　　　ＣＮ１　　　　　　　　　　　　　　抜き取ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　装着のときは、本本モジュール基板側の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピンをＡＤボード側対応ソケット穴位置に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正確に合わせたうえで、両側を交互に少し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずつ挿入・装着してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＪＰ１
　　　　　　　　　　ＣＮ２
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1-２. 入出力コネクタ・ピン接続                                                               《On-Board Modules》

１１１１----２２２２. . . . 入出力コネクタ入出力コネクタ入出力コネクタ入出力コネクタ・ピン接続・ピン接続・ピン接続・ピン接続

   各モジュールは外部からのアナログ入力コネクタＣＮ１とＡＤボード本体入力部間に４チャン
 ネル分の各専用（シグナルコンディショナ）回路を挿入する形で接続されます。
   本モジュールのコネクタＣＮ４がＡＤボード上のアナログ入力コネクタＣＮ１側と接続され、
 コネクタＣＮ５がＡＤボード内の実入力回路側と接続されます。

              図１－２．本モジュールの対ＡＤボード装着コネクタ・ピン接続

ＣＮ４ＣＮ４ＣＮ４ＣＮ４ ＣＮ５ＣＮ５ＣＮ５ＣＮ５ＡＤボード本体上の接続先
ピン番

本モジュール内の
    接続状態 ピン番

ＡＤボード本体上の接続先

アナロググランド（ＡＧ）  ２２ ←←  直結  →→  ２２ アナロググランド（ＡＧ）

アナロググランド（ＡＧ）  ２１ ←←  直結  →→  ２１ アナロググランド（ＡＧ）

デジタルグランド（ＤＧ）  ２０  ２０ アナログ用電源（-１５v）

デジジタル用電源（+５v）  １９  １９ アナログ用電源（+１５v）

ｻﾝﾌﾟﾙﾎｰﾙﾄﾞ制御 （Ｓ/Ｈ）  １８  １８ 未使用（空ピン）

未使用（空ピン）  １７  １７ 未使用（空ピン）

ｺﾈｸﾀ CN1 側ｱﾅﾛｸﾞ入力 CH15  １６ →→  直結  →→  １６ AD ﾎﾞｰﾄﾞ内 ｱﾅﾛｸﾞ入力 CH15

 〃   〃   〃   〃  CH14  １５ →→  直結  →→  １５  〃   〃   〃   〃  CH14

 〃   〃   〃   〃  CH13  １４ →→  直結  →→  １４  〃   〃   〃   〃  CH13

 〃   〃   〃   〃  CH12  １３ →→  直結  →→  １３  〃   〃   〃   〃  CH12

 〃   〃   〃   〃  CH11  １２ →→  直結  →→  １２  〃   〃   〃   〃  CH11

 〃   〃   〃   〃  CH10  １１ →→  直結  →→  １１  〃   〃   〃   〃  CH10

 〃   〃   〃   〃  CH 9  １０ →→  直結  →→  １０  〃   〃   〃   〃  CH 9

 〃   〃   〃   〃  CH 8 　 ９ →→  直結  →→ 　 ９  〃   〃   〃   〃  CH 8

 〃   〃   〃   〃  CH 7 　 ８ →→  直結  →→ 　 ８  〃   〃   〃   〃  CH 7

 〃   〃   〃   〃  CH 6 　 ７ →→  直結  →→ 　 ７  〃   〃   〃   〃  CH 6

 〃   〃   〃   〃  CH 5 　 ６ →→  直結  →→ 　 ６  〃   〃   〃   〃  CH 5

 〃   〃   〃   〃  CH 4 　 ５ →→  直結  →→ 　 ５  〃   〃   〃   〃  CH 4

 〃   〃   〃   〃  CH 3 　 ４ → 各専用回路 → 　 ４  〃   〃   〃   〃  CH 3

 〃   〃   〃   〃  CH 2 　 ３ → 各専用回路 → 　 ３  〃   〃   〃   〃  CH 2

 〃   〃   〃   〃  CH 1 　 ２ → 各専用回路 → 　 ２  〃   〃   〃   〃  CH 1

 〃   〃   〃   〃  CH 0 　 １ → 各専用回路 → 　 １  〃   〃   〃   〃  CH 0

　　【注１】アナロググランドとデジタルグランドはＡＤボード本体で接続されている。

　　【注２】デジタル用電源（＋５ｖ）は本モジュールでは不使用。

　　【注３】アナログ用電源（±１５ｖ）はＡＤボード上のＤＣＤＣコンバータから供給される。
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《On-Board Modules》                                                         　　　　　　　　   １-３. 入出力回路

    １１１１----３３３３. . . . 入出力回路入出力回路入出力回路入出力回路

  1-3-11-3-11-3-11-3-1．ＵＮＩ－３０１ＢＲＤ．ＵＮＩ－３０１ＢＲＤ．ＵＮＩ－３０１ＢＲＤ．ＵＮＩ－３０１ＢＲＤ　：ユニバーサル基板

                           　　　図１－３－１．入出力接続（１チャンネル分のみ示す）／正確には別紙：回路図参照

 （ＡＤボード本体上）              コネクタ                                         　　　　　　  コネクタ
     ■ＣＮ１              　      ■ＣＮ４                                                       ■ＣＮ５

      ＣＨｎ               　　　　 ＣＨｎ                                                         ＣＨｎ

　　　　　          Ｒｎ
                    出荷時
                    １０ＭΩ

       ＡＧ                   　　　 ＡＧ                                                           ＡＧ

                    　　　　　　　　       ■ＣＮ１：アナログ入力コネクタ（ＡＤボード本体上）
                    　　　　　　　    　   ■ＣＮ４：本モジュール入力コネクタ（対ＡＤボード本体接続）
                   　　　　　　　　        ■ＣＮ５：本モジュール出力コネクタ（　 〃　　〃　　〃   ）

 　◆  ＵＮＩ－３０１ＢＲＤの入出力はチャンネル０から１５まで全て直接接続されています。
   　  任意のチャンネルにユーザ回路を挿入実装するときは、この直結接続パターンを切断して
　　 御利用ください。　なお利用できる電源は±１５ｖ／４５ｍＡ、＋５ｖ／１Ａ以内、
　　 ユニバーサル領域は２.５４ｍｍピッチ（１７×２９穴）の両面スルーホールです。

  1-3-21-3-21-3-21-3-2．ＢＵＦ－３１６ＢＲＤ．ＢＵＦ－３１６ＢＲＤ．ＢＵＦ－３１６ＢＲＤ．ＢＵＦ－３１６ＢＲＤ　：１６チャンネル個別バッファアンプ基板

                    　     図１－３－２．バッファアンプ回路（１チャンネル分のみ示す）／正確には別紙：回路図参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コネクタ
 （ＡＤボード本体上）               コネクタ                                 　　　　　　　　　　■ＣＮ５
     ■ＣＮ１              　       ■ＣＮ４       入力保護素子         －
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＨｎ
      ＣＨｎ               　　　　 ＣＨｎ         ＡＤＧ４６７　　　　 ＋
                            
　　　　　          Ｒｎ　　　　　　　　　　　　 （最大±３５ｖ）
                    出荷時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭｎ
                    １０ＭΩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オフセット調整）

       ＡＧ                   　　　 ＡＧ                                                           ＡＧ

                    　　　　　　　　 ■ＣＮ１：アナログ入力コネクタ（ＡＤボード本体上）
                    　　　　　　　　 ■ＣＮ４：本モジュール入力コネクタ（対ＡＤボード本体接続）
                   　　　　　　　　  ■ＣＮ５：本モジュール出力コネクタ（　 〃　　〃　　〃   ）

   ◆  ＢＵＦ－３１６ＢＲＤの入出力はチャンネル０から１５まで全てにゲイン＝１のバッファ
   　アンプが挿入されています。　これにより信号源インピーダンスの低い（数Ω）状態でＡＤ
　　 ボードに入力するため、隣接チャンネル間クロストークを下げたり、ＡＤボード内部回路と
     信号源の干渉を減らすなどの効果で精度を上げることができます。
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１-３. 入出力回路                                                            　　　 　　　   《On-Board Modules》

  1-3-31-3-31-3-31-3-3．ＢＧＡ－３０５ＢＲＤ．ＢＧＡ－３０５ＢＲＤ．ＢＧＡ－３０５ＢＲＤ．ＢＧＡ－３０５ＢＲＤ　：　４チャンネル個別ゲインアンプ基板

                          　 図１－３－３．ゲインアンプ回路（１チャンネル分のみ示す）／正確には別紙：回路図参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＭＧｎ　　　  コネクタ
 （ＡＤボード本体上）              コネクタ                                 　 （ゲイン調整）　　 ■ＣＮ５
     ■ＣＮ１              　      ■ＣＮ４     入力保護素子      　     －
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＨｎ
     ＣＨｎ               　　　　　ＣＨｎ      ＡＤＧ４６７  　　　　　 ＋
                                                                                        ＴＭｎ
　　　　　          Ｒｎ　　　　　　　       （最大±３５ｖ）　　　　　              （オフセット調整）
                    出荷時　　　　　　　　　　　　　　      Ｇ５
                    １０ＭΩ　　　　　　　　　　　　　　 Ｇ１　　　   Ｇｘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲイン切り替えスイッチ
       ＡＧ                   　　　 ＡＧ                                                           ＡＧ
                                              （Ｇ１：ゲイン１、Ｇ５：ゲイン５、Ｇｘ：ゲイン任意）

                    　　　　　　　　 ■ＣＮ１：アナログ入力コネクタ（ＡＤボード本体上）
                    　　　　　　　　 ■ＣＮ４：本モジュール入力コネクタ（対ＡＤボード本体接続）
                   　　　　　　　　  ■ＣＮ５：本モジュール出力コネクタ（　 〃　　〃　　〃   ）

   ◆  ＢＧＡ－３０５ＢＲＤの入出力はチャンネル０から４まで個別にゲインアンプが挿入され
   　ています。（ゲイン＝１、５、任意／スイッチ切り替え）　ＡＤボードにはプログラマブル
　　 ゲインアンプ装備の機種もありますが、高速サンプリングのときは応答速度・精度の不利が
     発生します。　本モジュールの使用により隣接チャンネル間クロストークや、信号源とＡＤ
　　 ボード内部回路の干渉などを排除した、低レベルの高速・高精度測定が可能になります。

  1-3-41-3-41-3-41-3-4．ＡＴＮ－３２４ＢＲＤ．ＡＴＮ－３２４ＢＲＤ．ＡＴＮ－３２４ＢＲＤ．ＡＴＮ－３２４ＢＲＤ　：４チャンネル個別分圧アンプ基板（最大±４０ｖ入力）

                      　  図１－３－４．分圧アンプ回路（１チャンネル分のみ示す）／正確には別紙：回路図参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   コネクタ
 （ＡＤボード本体上）    コネクタ                                  ＴＭＧｎ  　　　　             ■ＣＮ５
     ■ＣＮ１            ■ＣＮ４               入力保護素子            　     －
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ゲイン調整　　　　　　　　　　  ＣＨｎ
     ＣＨｎ              ＣＨｎ                 ＡＤＧ４６７        　　　　　 ＋
                                                                                            ＴＭｎ
　　　　    Ｒｎ　　       ７０ＫΩ　　　　　 （最大±３５ｖ）　　　　                   （オフセット調整）
          出荷時 　　　　　　　　　　　
        １０ＭΩ　　       １０ＫΩ　　１／８                            （２倍ゲイン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 分圧
       ＡＧ               ＡＧ                                                                      ＡＧ
                                               

                    　　　　　　　　 ■ＣＮ１：アナログ入力コネクタ（ＡＤボード本体上）
                    　　　　　　　　 ■ＣＮ４：本モジュール入力コネクタ（対ＡＤボード本体接続）
                   　　　　　　　　  ■ＣＮ５：本モジュール出力コネクタ（　 〃　　〃　　〃   ）

   ◆  ＡＴＮ－３２４ＢＲＤの入出力はチャンネル０から４まで個別に分圧アンプが挿入されて
   　います。（入力インピーダンス＝８０ＫΩ、１／８分圧の後に２倍ゲイン）
　　 　これにより１／４分圧（最大±４０ｖ入力を±１０ｖに変換）して、低インピーダンスで
     ＡＤボードに入力することができます。　なお、お手元で分圧比を大きく改造してもボード
　　 自体が±４０ｖを超える電圧には耐えられませんので御注意ください。
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《On-Board Modules》                                                          ２-１. 故障・トラブル等の原因と対処

第２章．保守・その他

２２２２----１１１１. . . . 故障故障故障故障・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処

　本機は【対応ＡＤボード】＋【ＩＢＭ互換パソコン】のシステム構成で全数検査のうえ出荷され
ています。　動作に不具合いがあるときは以下の諸点を再点検してください。
それでも不明なときは巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】にシステム構成（特に外部機器の接続回路）等

の動作条件を御記入のうえ、技術部宛ＦＡＸしてください。
　迅速に応答する体制となっています。　なおＴＥＬいただく場合も、客観情報の整理・評価は問
題解決のスピードアップにつながりますから、事前に【Ｑ＆Ａフォーム】をＦＡＸしてください。

　　動作確認方法

　　当社では原則として、ユーザ独自作成のシステムについては評価しません。
  動作確認は当社製の対応ＡＤボードと添付プログラムを使用した実行結果について推測・適否
判定を行います。
　ＱＡリクエスト発信時には同プログラムの実行結果をレポートしてください。
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２-２. 修理のときは                                                                          《On-Board Modules》

２２２２----２２２２. . . . 修理のときは修理のときは修理のときは修理のときは

　入手経路の如何にかかわらず当社宛に直接お申しつけください。　商社等を経由されますと時間
がかかるだけでなく、情報交換の不便、費用の面でも不利になります。　なお当社では修理依頼を
受けた製品が検査の結果、良品と判定された場合は（保証期間内でも）手数料を申し受けます。
　特に最初からの不具合いには誤解や情報不足によることが多いので、事前に御相談ください。
　                                                          【Ｑ＆Ａフォーム】が便利です。

　無償修理　　　  納入後１年以内の自然故障、および当社製造上の問題に起因した故障に対して
　　　　　　　  は無償修理を行います。　但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか
                否かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。
                  なお当社では保証書を発行していませんが、社内では製造番号と出荷年月日の
                記録を基に判定しています。

　有償修理　　　  落雷等の自然現象、漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、ユーザ側の責に
　　　　　　　  帰する故障品、または納入後１年間を経過した製品の自然故障に対しては実費・
　　　　　　　　  有償にて修理をお請けします。　性格上、事前見積もりは不可能ですが、制限
                額を事前通知いただければ、作業過程で制限を超えそうな見通しがたった時点で
                連絡・相談させていただきます。

 ◆受け渡し　：　 宅配便によるセンドバックで行います。

 ◆修理期間　：　 全んどの場合、当社内で２４時間以内に完了・返送しています。時間を要する
   　　　　　　 場合は御連絡いたします。

 ◆費用の目安：　 修理費用は事務管理手数料、技術者の所要時間（１時間単位）手数料、および
                交換部品代の合計です。  ２００３年４月現在（時勢により変動します）では、

                    ◇事務管理手数料（１件当り、返送運賃含）：＝￥４,０００
　　　　　　　      ◇修理時間手数料：＝（時間単価￥６,０００）×所要時間
                    ◇交換部品代    ：＝￥実費

　　　　　　　　  故障経緯、システム客観情報の添付は時間の節約・コストダウンに有効です。

　　　  【注】　　当社製品に対してユーザが改造を行った場合は、当社サポートの対象外になり
　　 　　　   　ます。　改造とは製品に新たな部品を追加実装、または実装部品を削除したり、
　　　　 　   　回路パターン・接続に変更を加えることです。　なお、当社がオプションとして
　　　 　　　   供給、または指定した部品の追加実装・交換はこの限りではありません。
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《On-Board Modules》                                 　　                                           ２-３. 再調整

２２２２----３３３３. . . . 再調整再調整再調整再調整

 　出力範囲の変化やオフセットが認められるときは再調整が必要です。
   アナログ回路は経年・環境変化に対する保守を定期的に行うことが望ましく、夏冬の使用環境
 （周囲温度）に差がある場合は季節単位、通年安定した使用環境の場合は１～２年に１度は校正
 することが理想的です。
 　再調整の方法・手順を以下に記しますが、御希望により当社でも（実費で）お請けします。

　＝＝ 手順 ＝＝

　 まず接続対象機器（通常は対応ＡＤボード）単体でのテストを行います。  同機器の再調整が
 必要な場合はここで実行します。  この作業については同機器のマニュアルに従ってください。
   通常は本モジュールを取り外し、ＡＤボードに標準装着（または添付）されていたユニバーサ
 ルボード（ＵＮＩ－３０１ＢＲＤ）を装着した状態、すなわちＡＤボード本体の入力回路がコネ
 クタＣＮ１に直接接続された状態で行います。

　 次に本機と接続対象機器（通常は対応ＡＤボード）を再度装着し、
　 接続対象機器（通常は対応ＡＤボード）の動作確認プログラムてテストを行います。
   その結果、再調整が必要な場合は以下の要領で。

  ① 　全チャンネルに直流電圧０ｖを接続・印加、または入力端をアナロググランドＡＧに接続
     した状態で各チャンネルのオフセットトリマを調整します。

  ②　 全チャンネルにフルスケール付近の直流電圧を印加した状態で各チャンネルのゲイントリ
     マを調整します。
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　　マイクロサイエンス（株）行　　　　　　　　  Ｑ＆Ａフォーム
　　　 ＦＡＸ：０３（３３０１）５５９３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発信：　　　年　　月　　日／　　　　時　　分

　　製品名　　   　                          　　 　購入時期　　　　 年　　　月

　 ボード上の　　                                   接続先（ＡＤボード名）

　 設定、

　 使用状況

　 その他
　  

　 Ｉ／Ｏ、　　　同時使用の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｉ／Ｏアドレス
　 周辺状況　　　他ボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  割り込み、等

　 本体　　　 　パソコン本体　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 拡張ＢＯＸ
　 システム
　　　　　　　　本体メモリ

　　　　　　　　　ＯＳ　　　 　ＤＯＳ（　　　）　ＷＩＮ（　　　　）

　 　　　　　　　 言語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　コンパイラ　　　　　　　　  （ｖｒ　　）
    ソフト
　　　　　　 　プログラム名

　（動作状況）

　　　　　                　　  《６０分以内に応答のないときはお叱りください。》ＴＥＬ：０３（３３９６）８３７７

 御使用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 （所属部・課）

　団体名

　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（所在地）

　ＦＡＸ


